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Synopsis: After the occurrence of the accidents of nuclear plants in Fukushima-dai'ich, many people told
``Scientiˆc information about radiation is di‹cult to understand''. There may be diŠerences in the expression
of experts on their thoughts. Documents concerning to the radiation are collected and text mining to those
documents are performed. We know that there exist their characteristic words. Collections are carried out for
the sentence only, since sentences are available to obtain on the Web. Multiple documents are referenced in
the most often manners. A chart representation is given from documents by text mining tool. The diŠerences
are appeared at the chart.

















. 研 究 方 法
要約的に述べると次のようになる。









































idf(t)＝log（全文書数÷語 t を含む文書数) ・・・t は識別番号
この，二つの数値を掛け算した値で，対象とする文書群の中のその単語の重要度を示す。それを，tf




二つの単語の出現数 x と出現数 y があったとして，どちらか一方が出現した回数を |x∪y|，両方が出
現した回数を |x∩y| とする。
Jaccard 係数＝|x∩y|/|x∪y| で計算される。















































その文書が「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料 平成24年度版 ver. 2012001」である。
この文書を元に，リンクを辿ってパターンの異なる 7 つの文書を選択した。その内一つは新聞記事か
ら特徴語を含んだ記事を探し出した。
 選出した 7 つの文書 （頭に付けた記号 C1～C7 を以降の文章で用いる。）

















































コード C1 C2 C3 C4 C5 C6 C7
身体的影響 4.87 30.43 0.00 3.23 0.84 0.00 33.33
LNT モデル 1.01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.93 0.00
低線量 2.23 0.00 0.00 17.74 3.36 3.74 11.11
被曝量 19.07 39.13 8.45 35.48 7.14 16.82 11.11
放射線 11.76 4.35 0.00 6.45 0.84 4.67 0.00
放射性物質 27.59 17.39 7.58 4.84 30.67 4.67 44.44
疫学 1.42 0.00 0.00 8.06 1.26 0.93 0.00
確率的影響 2.03 8.70 0.00 0.00 0.42 0.00 0.00
影響 29.82 34.78 2.33 20.97 24.79 8.41 33.33
被曝 29.82 47.83 0.58 4.84 20.17 15.89 33.33
放射線被曝線量 19.07 4.35 4.66 3.23 2.52 4.67 0.00
摂取量 5.68 0.00 7.00 0.00 1.26 1.87 11.11
吸収線量 6.90 8.70 0.00 8.06 3.36 0.00 0.00
被爆者 2.84 0.00 0.00 1.61 0.42 0.00 0.00
リスク 38.54 56.52 2.33 41.94 22.27 25.23 33.33
正当化 0.41 0.00 0.00 0.00 0.42 0.00 0.00
防御 0.20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
線量限度の適用 8.11 0.00 1.17 17.74 3.78 4.67 11.11











































表 2 の 7 つの文書における主要コードの出現パーセンテージの数値のパターンを元に10000回の学習の結果がこの図








表 2 の 7 つの文書における主要コードの出現パーセンテージの数値のパターンを元に10000回の学習の
結果がこの図である。









る。また，C2, C3 と C4, C7 の二組みが最も離れた文書といえる。C4, C7 は，全く異なる種類の組織で
あるが，C2, C3 は共に政府の文書である。だが，C2 は国民の不安を低減することを目的とした文書であ
り，C3 は食品の安全のためのガイドラインであるために異なるパターンをしめしていると思われる。そ
の，C2 から C3 を線で結ぶとちょうど領域を 2 分する対角線となる。そして，その線で分けられた C4 と
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